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洪水によって川底が荒廃するとき、その川の底生昆虫 1  以下、筆者が兵庫県円山川で観察した資料を中心に
相が、著しく破壊されることは明らかなことである O し I  2 、3 の問題を考えてみたし、と思う O

かし、どの程度の出水によって、昆虫相がどのような破 1  .  大洪水による昆虫相の破壊
壊をうけるかということ、またどのような過程を経て昆 l  なるべく具体的に話を進めるために、 1959年 9月の台
虫相が回復するのか、とレうことを量的に把掠すること |風15号による大川水が、河川昆虫相に及ぼした影響の 1
は、極めて悶難なことである例を第 1表に示す。

第 l表

積 名

Stenoρsyche griseψenms ヒゲナガカワトピケラ
Paraste向。ρsyche sauteri チヤバネヒゲナガカワトビケラ
liydro戸syche uZmeri ウルマアシマトビケラ
Hydropsyche nakaharai ナカノ、ラシマトビケラ
Rhyaco.ρhila nigrocePhala ムナグロナガレトビケラ
Uenoa tolmuagai jl ロツツトビケラ
砂 eorus latifolium ェルモンヒラタカゲロウ
Ecdyonurus yoshidae シロタニカ、ワカゲロウ
五phemerella nay マタラカゲロウ属
Baetiella sp. フタバコカゲロウ属
Oyamia sp. 
Antocha sp. ウスガガガンボ属
Mataeoρsephenus jaρonzcus ヒラタドロムシ

出水前の個体数 出水後の個体数
(4 ・K ・1959) (30 ・E ・1959)

33 1  
16 O  
6  2  
11 O  
4  O  
1  9  
9  O  
6  O  
37 O  
26 O  
3  1  
57 1  
8  O  

217 14 
一一 一一

個体数合計

1) 出水は26 ・E ・1959 2) 採集は筆者従来の方法( 1957) による
3) 9月 4 日に調査してから、大洪水までの期間に、若干羽化したものもあろうが、出水の影響に比べ

ると、極めて僅少と思われる

出水前 9 月4 日の資料は、中程度の出水が 8 月中旬以
後にあったため、 8月はじめの安定した時期と比べて、
すでに小さい値を示している。第 1表は、円山川でも最
も被害の大きかった地点の 1例である。大洪水によって
昆虫相が破壊される状態は、川の部分、支流な司どによ
り、大きく相違してし、る。従って、出水後は水系全体か
らみて、生息密度が著しく不均一になる。また、大洪水
の場合は、流心の昆虫群集も、岸寄りのそれも共におし
流されてしまう。その結果、もとの昆虫相に回復するま
でには、 l年以上の期聞が必要なように思われる。

2. 中程度の出水による昆虫相の破壊

どのくらいの規模の出水を中程度と呼ぶか、問題であ
るが、一応もとの昆虫相に近いものに回復するのに要す

1) 円山川水系( 兵庫県) の水生動物相資料 7  
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る期聞が、 1年またはそれ以内のものに限定しておく O

この程度の破壊は、 111陰の河川では、年10回くらい起る
が、年 2世代の昆虫( 極相優占種であるヒゲナガカワト
ビケラ科 Stenopsychidae など) では、 1年を単位とし
て回復することが多L 、。
中程度の出水前後の昆虫相の比較を第 2表に示す。第
2 表からわかる主なことがらは、 (1)流心では、浮石はほ
とんどおし流され、その結果、優占葎である大型造網ト
ピケラの Stenoρsyche griseψennis や Parastenoρsy-
che sauteri がほとんど流下している。 (2)流心は底質が
えぐりとられて、大きくくぼみ、流速分布が、安定した
時期に比べ、流心と岸寄りで大きく異る。( そのため
か、流心では着生藻類の回復がまだほとんど認められな
かった) (3)岸寄りおよび湾曲点内側の平瀬の部分では
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中程度の出水前後の昆虫相の比較( 円山川・八鹿・ 30分間に採集した個体数)
安定した時期 (中7程・度1x.出・水19直60後)  

積 名 (26 ・咽・ 1960)
流心 岸寄り 流心 岸寄り

Parastenoρsyche sauteri チヤバネヒゲナガカワトピケラ 48 54 5  
Stenopsyche griseipennis ヒゲナガカワトピケラ 6  4  
Rhyaco.φhila 'sp. ナガレトピケラ属 7  1  
Psychomyia sp. クダトピケラ属 4  2  
Hydropsyche ulmeri ウルマアシマトピケラ 57 1  7  6  
Ephemerella rufa アカマ夕、ラカゲロウ 10 
Eρhemerella nax マダラカゲロウ属 8  
Epeorus latifolium エノレモンヒラタカゲロウ 3  1  3  
Ec砂onurus yoshidae ジロタニガワカゲロウ 3  
Potamanthus kamonis キイロカワカゲロウ 9  
Choroteψes trifurcata カワカゲロウ 4  26 
Baetis sp. ヨカゲロウ属 5  1  3  
Baetiella sp. アタバコカゲロウ属 11 3  11 
Oyamia seminigra ヒメオオヤマカワゲラ 2  9  
Paγ'agnetina sp. 1  1  
Antocha sp. ウスガガガY ボ属 4  5  
Chironomidae Z スリカ科 17 11 
Simulium sp. ブユ属 2  136 
Prolohen仰es grandis ヘピト、ノボ 1  1  
Mataeopsephenus japonicus ヒラタドロムシ 16 1  
NihonogomPhus viri・dis アオサナェ 1  

個 体 数 合 計 172 165 156 18 

第2表

が移動を始めると、大部分の昆虫は流されはじめる。ど
のくらいの距離を流下するかは、明らかでないが、 Hy-
droρsyche sp. は鈎着できるものに出あうと、 1 mも流
れず、着生しすばやく( 10分くらいで〉網を張る。 H -
ydroρsycheは最も流されない方の代表である。 8)

以上は長さ200cmの人工小水路における観察である
が、川の広い地域または、水系全体で、昆虫相を荒廃す
るような出水とは、どのような規模のものであるかとい
う問題になると、その尺度を求めることが容易ではな
し、。

筆者が円山川で 1年間肉眼的に観察した結果の 1部を
次に述べたい。八木川渓流域の関宮で観察したところ、
かなり広い範囲のJII底の糠の移動は、水位の変化と密接
に関係しているので、一定場所の量水標で観察した水位
が、出水と昆虫流下の尺度となると恩われた。このよう
な観点に立って、八木川関宮の相地橋で観察した結果、
出水規模を次のように階級づけることができるように思

Stenopsychida巴も少数個体見つかる。これが次の世
代の繁殖源の 1つになるものと思われる。 (4)最も荒廃の
激しかった流心に、最初に侵入するものは急流性の，Si-
mulium sp. である。( この傾向は、 10-11月にかけて
もみられる。なお、 8 - 9 月の安定した期間に滝を調べ
ると Simulium sp. が多い)
3. 昆虫相を破壊する出水の年間出現回数
板で人工小水路( 幅 30cm、長さ 200cm) を作って、
川底で最も昆虫が多く着生している位の粒度の線( 径10
-20cm) を底に敷き、疏量と勾配をいろいろ変えて水
を流すと、任意の流速の流水をつくることができる。
この場合、水の衝突力 (5) が、礁の抵抗 (W) より

大きくなる ( 5 ) W ) と、礁は動き出す。このとき、川
底の磨擦係数と人工水路の底のそれとが、近似している
ことが重要で、あるが、筆者の実験では、径20cm程度の
礁なら 3 m/secくらいでSラW となった。すなわちこの
場合、限界流速は 3 m/secとなる。そしてこの川底の穣

平常時における昆虫の流下については、田中( 1960) の報告がある。
この種の実験結果の詳細は別に報告する予定
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われる。すなわち( 1 ) 流心の礁が移動しはじめる程度の出 ! 大際( 径30cm以上) が動くような出水……104m以上(
水…一相地橋では水位 0.6m ( 出水階級 I とL ておく) I  IH水階級車〕などである。
(2)流心の際がかなり流下し、相当量の昆虫が流下死亡す l  そこで上記地点、で、上述の水位日数が年間どのように
る程度のtl:¥7.K" ..一水位1.0m ( 出水階級 n) (3)岸寄りの |  出現するかを第 3表に示す。

第 3表 昆虫流下にi影響する高水位の月別tH現回数と最大流量〈八木川関宮・相地橋， 1958) 

て二ごと- 1 - 1 2 1 f i - i i |二土 9  10 11 
水位 2  l  1  O  3  3  4  O  O  2  18 水階lli I  O  6 m以上
水位 O  O  O  O  1  O  2  O  O  O  3  1  "ic'Om以上

級一永在 O  O  O  O  1  O  O  O  O  O  1  E  1・4 m以上
9.151 7判9.89

一一「一

最大流量 m 3/s巴C 8.68 22.47 12.00 18.85 4.96 5.14 10.40 

1) 水位は年間毎日 1回観測し、流量は 1 カ月数回測定し、他は水位より推定した。
2) 水位ならびに流量の値は、筆者が直接観測したものの他、関西電力近畿支社が同じ場所で観測さ
れたものも参考にした。

第3表は1958年のものであるが、台風の影響によって
洪水を起す川で、は、大体 7 - 9 月に川底が大きく荒廃す
る傾向がある。第 3表に示す通り、昆虫相に影響する出
水は年間18回、そのうち10回は 7 - 9 月に起っている O

とくに水位 1 m以上とレう出水は、すべて 7月と 9 月に
起っている。 9月の出水は、前述の優占種Stenopsychi-
dae の2回目の羽化期と重なるため、昆虫相に及ぼす影
響はさらに大きし、。また、春の融雪期に比べ、水位は同
程度のときでも、秋季は春より濁流であることが多く、
流水の密度が大きくなるため、水の衝突力は際に対して
大きく働くことも考えられる。
4  荒廃した昆虫相の回復
大洪水によって大際とともに流下する昆虫のほとんど
は、流下の途中で死亡するであろうが、上流より下流へ
生活場所を変える程度の流下も当然起ると思われる( こ
れについては筆者もすでに報告しておいたー西村， 1960)
上述の流下もある場所の昆虫相の回復に役立つと思わ
れるが、 1年を単位として水系全体を考えると、 Muller
(1954)、Roos (1957 ) ならびに筆者( 1959) の主援す
る成虫の上流への産卵飛淘がより重要であると思う。昆

虫相の回復の問題につレては別の機会に改めて述べた
い。( 最近、津田( 1960) により、この問題について言
及されたものがある)
おわりに、つねにこん切など指導を頂いている京都大

学河川生態研究グループの皆さま、ならびに水位・流量
の観測資料を提供された関西電力近畿支社に対し、心か
らお礼を申し上げるつ
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昭和 36年度総会御案内
日時
場所

昭和36年 5月26日(金〕 ・27日( 土〕の 2 日間
明石市県立明石高校講堂

第 1 日日は講演会、研究発表、見学〔明石天文科学館、明石水族館など) 、第 2 日目は兵庫県第 1の原始林、
太山寺山、及び、雌岡山ヘバスで見学と採集の会が行なわれる O

なお研究発表希望の方は明石市県立明石高校、島田芳雄先生あてお申し込み下さL、。

この詳しい案内状は別に発送します。 ( 渋谷久雄〕
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